


 

 

　この「性能試験報告書」は、ステンレス協会規格SAS322：2014一般配管用ステ

ンレス鋼鋼管の管継手性能基準にもとづき試験されたものです。 
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管継手本体に0.6MPaの空圧を加え5秒間保持したとき、漏れ、破壊、その他の異常が

ない事を調べる。 

1

各呼び径とも継手本体からの漏れ、破壊、その他の異常は認められない。 

長さ250mm以上の管の両端に管継手を接合し、真空ポンプにより－96kPaに減圧し、

2分間保持したとき、空気の吸込み、その他の異常がない事を調べる。 

各呼び径とも接合部からの空気の吸い込み、その他の異常は認められない。 

OP：油回転ポンプ 

BP：ブースターポンプ 

V1：真空バルブ 

V2：調節バルブ 

V3：真空バルブ 

PT：圧力テスター 

TP：試験片 

BP
V1 V3

V2

PT

T P

OP
720mmHg（水銀柱） 



長さ250mm以上の管の両端に管継手を接合して内部に空気が残らないように水を満し、

水圧2.5MPaを加え2分間保持したとき、漏れ、破壊、抜け、その他の異常がない事を確

認する。 

2

長さ250ｍｍ以上の管を継手に接続し、さらに両端部に引抜試験治具を接続して、空気圧

0.2MPaを封入し、2ｍｍ/minの引張速度で管を引き抜き、空気が漏れるまでの最大荷重を

測定する。 

抜け出し阻止力（最小値） 
kN

呼び径 
（Su） 

13 

20 

25

2.2 

3.8 

4.9

最大引き抜き荷重［kN］ 呼び径 
（Su） 

13 

20 

25

3.12 

5.96 

7.68

1

3.05 

5.50 

5.74

2

3.42 

4.92 

6.70

3

3.20 

5.46 

6.71

平均値 

合格 

合格 

合格 

判定 

各呼び径とも接続部からの漏れ、破壊、抜けその他の異常は認められない。 

 P：水圧ポンプ 

 G：圧力計 

TP：試験片 

  V：バルブ 

T P

G V

P



ソケットの両端に管を接続して、図のように振動機に取り付け、表の振動条件で

1,000,000回振動を与えたとき、漏れ、その他の異常がない事を確認する。 

3

水 圧 

振動巾 

振動数 

1.75MPa

±2.5mm

600回/分 

各呼び径とも振動により、漏れ、その他の異常は認められない。 

500mm以下 500mm以下 

支持台 支持台 

管 

管継手（ソケット） 

振
動 

管 

異常の有無 呼び径 
（Su） 

13 

20 

25

無し 

無し 

無し 

A

無し 

無し 

無し 

B

無し 

無し 

無し 

C

合格 

合格 

合格 

判定 

図に示すように継手と管を接合し、温度80℃以上の温水及び常温の冷水を10分毎に交互

に通水する。これを1,000サイクル繰り返した後、常温で水圧2.5MPaを加え2分間保持する。

その時、漏れ、その他の異常がない事を確認する。 
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ソケットの両端に長さ250mm以上の管を接続し、0→4MPa→0の水圧を1サイクル4秒

～10秒間で、10,000回繰返し加圧したとき、漏れ、その他異常がない事を確認する。 

4

各呼び径とも漏れ、抜け等の異常は認められない。 

T P
G

P

sol

TP：試験片 

 G：圧力計 

 P：水圧ポンプ 

Sol：電磁弁 

水槽 

管を継手に接合し、下記条件で腐食試験を行ったとき、管継手又は管に有害な孔食、

すき間腐食又は応力腐食割れ等がない事を確認する。 

　　試験溶液：JIS K 8150（塩化ナトリウム〔試薬〕）に規定する特級品と蒸留水又は脱
　　　　　　　イオン水によって塩化物イオン（Cℓ－）濃度200±20mg/ℓに調整する。

　　試験温度：80±2℃ 

　　試験期間：30日、ただし液の交換は15日ごとに行う。 

孔食、すき間腐食、応力腐食割れ等の欠陥は認められない。 



5

図に示す装置に管継手と管を接合した供試材に水道水を適量入れ、恒温槽内にて加熱す

る。管内温度が常時表1の t1 になるように槽内温度 t2 をコントロールする。 

表1に示すいずれかの試験条件により加熱試験した供試材を恒温槽から取り出し、常温

まで冷却した後、0.02MPa及び1.0MPaの水圧を加え、それぞれ2分間保持したとき、漏

れその他の異常のないことを確認する。 

表1の条件Ｃ（150±2℃で115日）で試験した結果、漏れ、その他の異常は認められない。 

温度計 t1

温度計 t2

安全弁 

図　実体による促進劣化試験の供試材及び装置 
備考　ゴムの性状を損なわな 
　　　い条件を選択すること 
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E

130 
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条件 
試験温度 
t1±2℃ 

試験期間 

 
457日 

229日 

115日 

58日 

29日 

水 

換気口 

供試材 

浸出性能試験は、JIS S 3200－7（水道用器具－浸出性能試験方法）によって、本継手が

水質に悪影響を及ぼさない事を確認する。 

試験をした結果、判定基準内であり適合している。 

項　　　　　　目 判　　定　　基　　準 

六 価 ク ロ ム 化 合 物  

亜 鉛 及 び そ の 化 合 物  

鉄 及 び そ の 化 合 物  

フ ェ ノ ー ル 類  

有機物（全有機炭素【TOC】の量） 

　 味 　  

　 臭 　 気 　  

　 色 　 度 　  

　 濁 　 度 　  

六価クロムの量に関して0.05㎎/ℓ以下 

亜鉛の量に関して1.0㎎/ℓ以下 

鉄の量に関して0.3㎎/ℓ以下 

フェノールの量に換算して0.005㎎/ℓ以下 

3㎎/ℓ以下 

異常でないこと 

異常でないこと 

5度以下 

2度以下 
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■本社・工場 
 
■北海道営業所 
 
■東北営業所 
 
■東京営業所 
 
■大阪営業所 
 
■中国・四国営業所 
 
■九州営業所 
 
■ホームページアドレス 
■ E メ ー ル アド レ ス  


